
島根半島の海岸に生息する甲虫類（６）ウミベアカバハネカクシ

林 成 多

ホシザキグリーン財団，〒６９１００７６島根県出雲市園町沖の島１６５９５

ウミベアカバハネカクシ Phucobius simulator Sharpは，体長１０．５１２．０mmほどのハネカクシ科に属す

る海岸性甲虫で，北海道から九州まで広く分布している（柴田，１９８５，１９９３）．島根半島の海岸でも多い種

であるが，塩分濃度が低い汽水湖の宍道湖岸に分布し，斐伊川河口の砂浜にも生息している（河上・

林，２００７）．
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写真 宍道湖岸の砂浜に生息するウミベアカバハネカクシ

２００６年７月２１日１５時５１分，出雲市園町沖ノ島の宍道湖岸にて撮影．湖岸に漂着したヨシの茎や水草の下に潜んで
いた．砂浜に生息する海岸性ハネカクシの多くは海藻下にいることが多いが，本種は漂着ヨシなど河川から運ばれて
くるゴミの下に多い．
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